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 大阪市立市岡中学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ご意見≫ 

いじめの質が変わってきたように思う。ネット中心の生活を送る生徒は「いじめ」はい

けないこととわかっていても歯止めがきかない。「いじめ」について現実問題として、痛

みが理解できるような学びを進めていく必要がある。 

≪ご意見≫ 

１年生の低い数値が気になる。しかし、数値が低いからといって安心はできない。保護

者も学校も「いじめ」の発見が難しくなってきているので、改めてお互い情報共有をし

ていく必要がある。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

学校から帰宅してからの家庭学習の時間が少ないように感じるが、塾や家庭以外での学習時

間はカウントに入れていないのではないか。ただ、塾や家庭以外での学習時間とは別に、自

ら学ぶ意欲を持つような時間がもてるように、自主的な学ぶ姿勢を育んでいきたい。 

≪ご意見≫ 

小学校での基礎の積み上げができていない生徒が多数見受けられる。低学力の生徒への

アプローチの仕方を考えていく必要がある。 

≪ご意見≫ 

端末の充電を家庭でしてこない生徒が多数いる。家庭での端末の取り扱いがまだ浸透 

していない。家庭で端末を使用した課題を考えていく必要がある。 


